











































































図 3 モンゴルの伝統衣装(筆者撮影) 




























































































































































































図 6 内モンゴルの仏殿内部(筆者撮影) 
図 7 フフホトの仏教寺院とハーンの王城の 
























































図 9 清朝とロシア間の貿易ネットワーク 
              (筆者作成) 
図 10 19 世紀末に建設されたモスクワの茶葉商店 
(筆者撮影) 











































































図 13 ウランバートルの鳥瞰写真 
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(2017 年 7 月 22 日、生活美学研究所第 2回定例研究会における講演に基づく) 
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年周期で変動する気候とそれとともに変化する植生にあわせて移動する遊牧の生活
は、気候適応的な住まい方として学ぶ点が多い。各地に散在する人々が一年の特定の
時期に特定の場所に集合することで現れては消える一時的な町「フレー」と、生活機能
の一部が恒久化することで、遊牧の経路に沿って点々と形成される町「ホト」はとりわ
け興味深い。コメンテーターがフィールドとするインド洋の港町の生活も、遊牧と多
くの類似性を持つ。人びとは年変動するモンスーンにとともに海を往来してきた。イ
ンド洋各地に散在する同郷の人々が年に 1 度結婚式のシーズンに一堂に会する。往来
の拠点となった海岸が、港町となってきた。 
近代の都市は定住と土地の私有を前提とし、土地の通行と一時使用の保証を前提と
するこうした移動の生活は排除されてきた。遊牧が常態であるモンゴルの都市では、
近代化の過程で移動式住居「ゲル」のための、キャンプ場のような、あるいはトレーラ
ーハウスの駐車場のような公有の賃貸敷地が整備された。定住と移動という、生活原
理の異なる人たちの共存する仕組みとして興味深い。 
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